
 

平成 30 年度 第 1 回東海村社会教育委員会議 議事録              

 

１ 期 日 

  平成 30 年 6 月 1 日（金）18:30～19:55 

２ 場 所 

  東海村中央公民館会議室 4 

３ 出席者 

  社会教育委員 6 名（欠席 1 名） 

事務局 4 名 

４ 結果 

（１）報告第 1 号 平成 30 年度 生涯学習課の主要事業について 

 ・生涯学習課，国体・スポーツ推進課の事業概要について，担当課長から説明

があった。 

 ・スカシユリ増殖事業の進め方について，増殖計画の具体的方法の質問があっ

た。課長からは，専門家による実行委員会を設置し，研究・検討を進めてい

ることが報告された。また，最終的には海岸部で自生する姿を復活させるこ

と，他の地区では鉢植えを飾るなど，村民運動として増殖事業を展開したい

との展望が示された。 

 ・スポーツ推進計画については，スポーツの定義に関する質問があった。課長

からは，競技スポーツばかりではなく，まずは身近な軽運動から始めること，

老若男女を問わず多くの階層の村民が気軽にスポーツに親しめるような環境

作りが必要との説明があった。更には「健康」「美」などをキーワードとして，

多面的な効用を強調していくことの重要性も強調された。  

（２）報告第 2 号 村松小学校コミュニティスクールの取組みについて  

 ・昨年度に社会教育委員の活動テーマとして「地域の教育力の向上」を設定す

ることとなり，村松小学校での事例を参考に提言を行うこととなった。8 月

21 日には社会教育委員が運営委員会に参加する予定。  

 ・提言については，年度内にとりまとめることとなった。  

（３）議案第 1 号 社会教育委員活動の指針策定について 

 ・社会教育委員が活動する際の基本的理念をまとめた活動の指針について，年

度内に策定することとなった。 

・村の社会教育委員にとって初めての取り組みであり，事務局と委員との頻繁

な調整の下で策定を行うことが必要との指摘がなされた。策定に当たっては，

臨時の会議を開いて十分な研究・討議を行うことも検討することとなった。  

（４）その他 

 ・委員からは活動の指針策定に当たって十分な議論を行うため，会議の回数を

増やせないかとの意見が出された。 

 


